




研究目的 

核黄疸の予防のために臨床的,基礎的な検討がなされた。臨床面に関しては光療法の検討,

稀な血液型不適合による溶血性黄疸に対する検討,peroxidase法によるunbound bilirubin

と核黄疸の関係を検討した。基礎的な検討においては,ヒト血清アルブミンとビリルビンの

結合様式を CD を用いた検討,ヒト血清アルブミンとビルビンの結合様式の差異の光化学反

応に及ぼす影響,無アルブミンラットを用いたりポ蛋白を介したビリビンの脳内移行,ガン

ラットにおける小脳内 glutation S-transferase 上昇の意義について行った。本研究は核

黄疸の発症機構の解明とその予防のための研究,実態調査で判明した日本でなお多く存在

する核黄疸症例の減少を目的とするものである。 


